
今月号の主な内容
2009■ 広報たかぎ

　・地域発 元気づくり支援金  ………２面

　・６月の健康体操教室  ………………３面

　・いざという時のために  ……………４面

　・喬木村議会議員一般選挙  …………５面

　・喬木村発足135周年事業  …………６面

■ 保育園だより  …………………７面

■ 健康アップＰＰＫ  ……………８面

■ 学校だより　第二小学校  ……９面

■ 交流センター便り  ……………１０面

■ 社協だより ひなたぼっこ  …１１面

■ くりんネットたかぎ  …………１２面

6
June

喬木村１３５周年記念事業 緑化際が行われました喬木村１３５周年記念事業　緑化際が行われました
鞍馬森林公園にもみじの苗木を植えました。将来喬木村がもみじの里鞍馬森林公園にもみじの苗木を植えました。将来喬木村がもみじの里
となるよう育てていきます。となるよう育てていきます。
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平
成
二
十
一
年
度
「
地
域
発
元

気
づ
く
り
支
援
金
事
業
」
一
次
分

の
内
定
事
業
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
市
町
村
や
公
共
的

団
体
が
住
民
と
共
に
、
自
ら
の
知

恵
と
工
夫
に
よ
り
自
主
的
、
主
体

的
に
取
り
組
む
地
域
の
元
気
を
生

み
出
す
、
モ
デ
ル
的
で
発
展
性
の

あ
る
事
業
に
対
し
て
支
援
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
村
で
も
区
長
会
や

村
づ
く
り
塾
に
呼
び
か
け
を
行
い
、

事
業
希
望
カ
所
の
と
り
ま
と
め
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
三
事
業

を
申
請
し
、
全
て
に
内
定
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
南
信
州
地
域
で
は

九
十
二
団
体
、
一
億
一
千
三
〇
〇

万
円
余
の
事
業
が
内
定
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
公
共
的
団
体
は
六
十
三

件
七
〇
、六
四
二
千
円
、
市
町
村
で

は
二
十
八
件
四
一
、六
一
八
千
円
、

広
域
連
合
が
一
件
八
七
七
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
産
業
振
興
、
雇

用
拡
大
事
業
が
最
も
多
く
三
十
三

件
、
次
に
環
境
保
全
・
景
観
形
成

が
二
十
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
内
定
さ
れ
た
事
業
は
、
氏

支援金額
（千円）

事業費
（千円）

事業区分事　　業　　名事業主体

920920ソフト地域の歴史探し「氏乗史」製作事業氏　乗　区１

357357ソフト季節のカレンダーづくり事業楽　珍　会２

2,6003,500
ソフト
ハード剪定枝等資源化プロジェクト事業喬　木　村３

3,8774,777合　　　　　　　計

乗
地
区
が
申
請
し
た
地
域
の

歴
史
探
し
「
氏
乗
史
」
製
作

事
業
と
富
田
楽
珍
会
が
申
請

し
た
季
節
の
カ
レ
ン
ダ
ー
づ

く
り
事
業
な
ど
地
域
提
案
事

業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
喬
木
村
は
剪
定
枝
等
資

源
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
選
定
枝

を
利
用
し
た
木
製
ペ
レ
ッ
ト

製
造
や
、ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー

の
導
入
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
次
の
内
定
に
続
き
、
第

二
次
分
の
募
集
が
始
ま
り
ま

す
の
で
、
地
域
づ
く
り
の
課

題
解
決
に
向
け
、
村
補
助
事

業
と
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
や
団
体
で
要
望
事
業
の

検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

剪定枝等資源化プロジェクト事業を行う
交流センター　ガラスハウス

季節のカレンダーづくり事業を行う
富田　楽珍会
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塩
澤
前
行
政
相
談
委
員
に

塩
澤
前
行
政
相
談
委
員
に

総
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

総
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
九
年
四
月
か
ら
六
期
十
二

年
に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
と
し

て
ご
活
躍
い
た
だ
き
、
こ
の
三
月

末
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
塩

澤
久
一
さ
ん
に
対
し
て
、
鳩
山
邦

夫
総
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
四
月
二
十
二
日
に

総
務
省
長
野
行
政
評
価
事
務
所
折

山
所
長
が
来
村
さ
れ
、
感
謝
状
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
塩
澤

さ
ん
、
長
期
間
に
わ
た
る
行
政
相

談
活
動
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

水
中
体
操
教
室

水
中
体
操
教
室（
介
護
予
防
事
業
）

（
介
護
予
防
事
業
）

を
行
い
ま
し
た

を
行
い
ま
し
た

　

今
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
で
あ

り
ま
す
、
第
一
回
目
の
水
中
体
操

教
室
を
四
月
十
七
日
に
行
い
ま
し

た
。
六
十
歳
代
〜
八
十
歳
代
ま
で

の
女
性
十
一
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
水
中
体
操
教
室
は
、
毎
月

第
三
金
曜
日
に
飯
田
市
「
ほ
っ
と

ア
ッ
プ
ル
」
の
プ
ー
ル
を
使
用
し

て
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
住
民
課
包
括
支

援
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
多

く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

平成21年度教育委員会関係委員の
皆さんをお知らせします

教育委員
地　　　区氏　　　　名職　　名
馬　場原　 　 　 俊　 恵委 員 長
馬　場奥　 村　 茂　 実職務代理者
富　田木　 下　 平　 吉委　 員
南賜　 　 　 洋　 子委　 員

伊久間大　 原　 成　 章教 育 長
社会教育委員〈兼図書館運営委員・公民館運営審議会委員〉

地　区　等氏　　　　名職　　名
郭後　 藤　 和　 彦委 員 長
北城　 下　 武　 男副 委 員 長

喬木第二小学校長千　 野　 俊　 彦委 員
町小　 澤　 敦　 子委 員

富　田木　 下　 昭　 司委 員
両　平白　 子　 喜　 徳委 員
北中　 森　 高　 茂委 員

富　田小　 池　 伊 佐 子委 員
伊久間吉　 沢　 章　 夫委 員

文化財保護委員
住　　　所氏　　　　名職　　名
伊久間牧　 内　 英　 亮委 員 長
富　田木　 下　 俊　 佐副 委 員 長
帰牛原市　 瀬　 辰　 春委 員
富　田小　 池　 　 　 豊委 員

体育指導委員
住　　　所氏　　　　名職　　名
北三　 石　 加 代 子委 員 長

富　田新　 井　 福　 美副 委 員 長
田上川井　 沢　 広　 美委 員
両　平宮　 下　 正　 吾委 員
富　田畑　 中　 孝　 一委 員
北湯　 沢　 直　 幸委 員

寺の前市　 瀬　 み ど り委 員
氏　乗木　 下　 恵 美 子委 員

館　長
住　　　所氏　　　　名職　　名
田上川市　 瀬　 悦　 孝公 民 館 長
帰牛原市　 瀬　 辰　 春資 料 館 長
町久 保 田　 　 　 毅図 書 館 長

●６ ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
はつらつ元気に、健康維持　自分の身体は自分で守ろう！

次の各会場で行います。どなたでも気軽にご参加いただけ

ますので、是非お越し下さい。

午後１時半～午前10時～日　　時

大島公民館田上川消防センター６月１日（月）

帰牛原公民館北コミュニティ消防センター６月３日（水）

大和知公民館南農事集会所６月８日（月）

氏乗集落センター馬場伝承館６月１０日（水）

上平集落センター寺の前集落センター６月１５日（月）

伊久間農産物加工
センター

阿島傘伝承館６月１７日（水）

加々須区民会館宮本公民館６月２２日（月）

富田陶芸館特養喬木荘
※第一公民館改修のため

６月２４日（水）

大島公民館田上川消防センター６月２９日（月）

健康体操教室（介護者の方など）

福祉センター午前１０時半～６月２７日（土）

水中体操教室　※水着、キャップ、入場料４００円が必要となります

ほっ湯アップルプール午前１０時～６月１９日（金）

定例介護者の会のおしらせ

福祉センター午前１０時半～6月27日（土）

 お問い合わせ先 　役場　住民課包括支援担当　�33-1120
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喬
木
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
は
六
月
十
四
日

投
票
時
間　

午
前
七
時
〜
午
後
八
時

　

任
期
満
了
に
伴
う
喬
木
村
議
会

議
員
一
般
選
挙（
定
数
十
二
名
）が

執
行
さ
れ
ま
す
。

　

棄
権
す
る
こ
と
な
く
大
切
な
一

票
を
絶
対
に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
下
さ

い
！

　

投
票
日
に
仕
事
な
ど
で
投
票
で

き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を
是

非
ご
利
用
下
さ
い
。

　

場　

所：

福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階

　

期　

間：

六
月
十
日
〜

　
　
　
　
　

六
月
十
三
日
の
毎
日

　

時　

間：

八
時
三
十
分
〜

　
　
　
　
　

二
十
時
〇
〇
分

◇
投
票
所
入
場
券
を
六
月
五
日
か

ら
郵
送
し
ま
す

　

原
則
と
し
て
、以
下
の
①
・
②
両

方
に
該
当
す
る
方
へ
郵
送
し
ま
す
。

　

①
平
成
元
年
六
月
十
五
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
満
二
十
歳
以
上

の
日
本
国
民
で
、

　

②
平
成
二
十
一
年
三
月
八
日
ま

で
に
喬
木
村
に
住
民
登
録
し
、

引
き
続
き
村
内
に
お
住
い
の

方

　

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
、
快
適
に
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
め
る
グ
ラ
ン
ド
を
目
指
し

て
、
村
民
グ
ラ
ン
ド
の
芝
生
化
工

事
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
、
グ
ラ
ン
ド
内
は

通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

大
型
車
両
の
通
行
な
ど
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

村
民
グ
ラ
ン
ド
（
旧
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
）

の
芝
生
化
工
事
を
行
い
ま
す

◇
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

�
村
外
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方

は
、滞
在
地
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

�
入
院（
入
所
）さ
れ
て
い
る
病

院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
指

定
施
設
で
あ
れ
ば
、
施
設
内

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

※
詳
細
は
村
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◇
投
票
所
入
場
券
の
様
式
変
更
に

つ
い
て

　

今
回
の
選
挙
か
ら
投
票
所
入
場

券
が
、
ハ
ガ
キ
タ
イ
プ
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

　

喬
木
村
選
挙
管
理
委
員
会

　

T
E
L 
３
３－

３
８
０
０

　

F
A
X 
３
３－

４
５
１
１

 
喬
木
村
発
足
一
三
五
周
年
記
念 

「
た
か
ぎ
の
こ
れ
か
ら
」シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

が
開
か
れ
ま
す

　

村
づ
く
り
塾
連
絡
協
議
会
主
催

及
び
各
種
団
体
の
協
力
に
よ
り
、

将
来
の
喬
木
村
に
つ
い
て
の
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ー
ム
が
開
か
れ
ま
す
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
を
通
じ

て
、
各
団
体
の
活
動
内
容
や
現
状

を
村
民
に
つ
た
え
る
こ
と
に
よ
り
、

村
民
の
活
動
意
欲
を
引
き
出
す
と

共
に
、
新
し
い
産
業
創
出
の
き
っ

か
け
を
作
り
、
こ
れ
か
ら
の
村
づ

く
り
の
た
め
住
民
と
一
体
と
な
っ

た
取
組
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
み

な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
日　

時

　

五
月
二
十
三
日（
土
）

　

午
後
七
時
か
ら
九
時
半
ま
で

○
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

○
内　

容

　

喬
木
村
長
基
調
講
演

　

次
の
団
体
か
ら
報
告
と
提
案

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
協

議
会
・
ふ
る
さ
と
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
・

商
工
会
・
農
業
委
員
会
・
社

会
福
祉
協
議
会
・
区
長
会
・

女
性
団
体
連
絡
協
議
会

○
通
行
止
め
予
定
期
間

　

五
月
十
一
日
か
ら

　

八
月
三
十
一
日

○
工
事
内
容

天
然
芝
生
グ
ラ
ン
ド
及
び
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
整
備

＊
グ
ラ
ン
ド
の
利
用
開
始
に
つ
い

て
は
、
芝
生
の
養
生
期
間
が
必

要
な
た
め
、
平
成
二
十
二
年
七

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇立候補手続説明会 ５月２５日（月）　午後１時３０分から　防災センター２階会議室

◇告示日 ６月９日（火）

◇立候補届出日 ６月９日（火）　午前９時から　防災センター２階会議室

◇投開票日 ６月１４日（日）　開票終了後選挙会

�

�

�

�

���������������������������

���������������������������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�



情報誌 ２００9.6 6

５月の村税等
口座振替日納期限

5月25日

◎口座振替の方は
預金の残高確認
をお願いします。

6月1日

固 定 資 産 税
（第１期）
国 保 税
（第３期）

介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料

上 下 水 道 料

6
月
の
結
婚
相
談
日

○
日　

時

　

六
月
十
三
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
〇
分
〜
午
後
九
時

○
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階
第
三
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
担
当

　

担
当：

小　

原

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３

松
く
い
虫
伐
倒
く
ん

蒸
処
理
に
つ
い
て
の

お
願
い

　

松
く
い
虫
被
害
の
予
防
と
防
除

を
目
的
と
し
た
伐
倒
駆
除
を
、
四

月
か
ら
六
月
末
日
ま
で
の
予
定
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

松
く
い
虫
は
法
定
病
害
虫
の
た

め
、
地
権
者
や
隣
接
者
等
の
承
諾

な
し
に
土
地
に
立
ち
入
り
処
理
を

し
て
お
り
ま
す
。
被
害
の
撲
滅
と

松
の
緑
を
守
る
た
め
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
建
設
課
住
宅
林
務
環
境
担
当

　

�
３
３－

５
１
２
８

喬
木
村
発
足

一
三
五
周
年
事
業

○「
ふ
る
さ
と
喬
木
の
唄（
仮
称
）

　
　
　

C
D
」
収
録
曲
の
募
集

　

村
や
地
域
で
長
く
唄
い
継
が

れ
た
唄
、
古
く
か
ら
あ
る
唄
を

ご
存
じ
の
方
教
育
委
員
会
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。

○
締
め
切
り

　

五
月
三
十
日

○
作
文
募
集

　

「
私
の
好
き
な
喬
木
村
」

　

喬
木
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
や

こ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
、
な

ど
喬
木
村
に
寄
せ
る
思
い
を
四

〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
枚
程

度
に
ま
と
め
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
締
め
切
り

　

八
月
三
十
一
日

○
問
い
合
わ
せ

い
ず
れ
も
教
育
委
員
会

�
3
3－

2
0
0
2

国
民
年
金
保
険
料
は

納
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う

○
納
期
限
は
翌
月
末
日

　

国
民
年
金
保
険
料
は
翌
月
の
末

日
が
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
六

十
五
歳
か
ら
生
涯
受
け
ら
れ
る

「
老
齢
基
礎
年
金
」
や
病
気
や
ケ

ガ
で
一
定
の
障
害
が
残
っ
た
場
合

に
受
け
ら
れ
る「
障
害
基
礎
年
金
」

な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
保
険
料
は
納
期
限
ま
で

に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

○
納
め
方
は
い
ろ
い
ろ

　

保
険
料
は
、
毎
年
四
月
に
送
ら

帳
・
預
貯
金
通
帳
・
口
座
届
出
印

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
当
月
分
の
保
険
料
を
当

月
末
に
引
き
落
と
す
「
早
割
」
を

利
用
す
る
と
、
保
険
料
が
毎
月
五

十
円
割
り
引
か
れ
て
お
得
で
す
。
た

だ
し
、
初
回
は
原
則
と
し
て
、
前

月
分
と
当
月
分
の
二
ヶ
月
分
が
引

き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

　

五
月
号
五
面
の
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
を
寄
贈
い
た
だ
い
た

記
事
に
校
正
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
ピ
ア
ノ
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
市
瀬
尚
夫

さ
ん
の
ご
令
嬢
は
、「
大
野

恵
子
」
さ
ん
で
す
。
訂
正
し

て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂
正正正正正正正正正正
とととととととととと
おおおおおおおおおお
詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫
びびびびびびびびびび

正
と
お
詫
び

平
成　

年
度
税
務
職
員

２１

（
Ⅲ
種
）採
用
試
験（
高

校
卒
業
程
度
）受
験
者

募
集
の
お
知
ら
せ

ど
、
非
常
に
重
要
で
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
で
す
。

　

採
用
さ
れ
る
と
、
全
員
が
税
務

大
学
校
に
入
校（
全
寮
制
）し
、
給

与
の
支
給
を
受
け
な
が
ら
、
約
十

二
ヶ
月
間
大
学
水
準
の
教
養
と
税

務
の
専
門
知
識
を
習
得
す
る
た
め

の
普
通
科
研
修
を
受
け
ま
す
。

　

研
修
後
は
税
務
署
な
ど
に
お
い

て
国
税
に
関
す
る
調
査
・
徴
収
等

の
責
任
あ
る
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

受
験
資
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
受
験
資
格

昭
和
六
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
四
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の

方
○
受
検
受
付
期
間

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
三
日

�
か
ら
平
成
二
十
一
年
六
月
三

十
日
�
ま
で（
土
、日
は
除
く
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　

飯
田
税
務
署
・
総
務
課

　

�
０
２
６
５－

2
2－

１
１
６
５

　

飯
田
税
務
署
・
人
事
院
・
国
税
庁

で
は
、「
税
務
職
員（
Ⅲ
種
）採
用
試

験
」の
受
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

税
務
の
仕
事
は
、
国
の
財
政
基

盤
を
支
え
、
国
民
生
活
の
安
定
・

向
上
と
社
会
福
祉
に
寄
与
す
る
な

れ
た
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案

内
書
」（
納
付
書
）に
よ
り
、
金
融

機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
の
窓
口
で
納
め
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
納
め
る
こ
と（
金
融
機
関
と
の

契
約
が
必
要
）や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
納
め
る
こ
と（
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
）も
で
き
ま
す
。

○
口
座
振
替
に
す
る
と

　

「
忙
し
く
て
な
か
な
か
納
め
に

行
け
な
い
」
と
い
う
方
は
、
納
め

に
行
く
手
間
が
省
け
て
、
納
め
忘

れ
の
心
配
も
な
い
口
座
振
替
の
ご

利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、金
融
機
関
・

郵
便
局
の
窓
口
で
「
国
民
年
金
保

険
料
口
座
振
替
申
出
書
」
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き

に
は
、
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
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北保育園
桜の木の下でおいしい給食を

食べました

保育園行事予定
�6月5日（金）

　親子交通安全教室 南保育園

�6月9日（火）

　親子交通安全教室 北保育園

�6月23日（火）

　祖父母参観日 南保育園

�6月24日（水）

　祖父母参観日 北保育園

�6月25日（木）

　祖父母参観日 中央保育園

中央保育園
桜の花見をしたよ。

南保育園
みんなで作った鯉のぼり、空

を泳ぐ鯉のように元気になあ

れ！ 

第
一
回

粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ののののののののののののののののののののの
有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

粗
大
ご
み
の
有
料
収
集

○
日　

時

　

五
月
三
十
一
日

○
時　

間

　

午
前
八
時
か
ら
十
一
時
ま
で

の
三
時
間

※
小
雨
決
行　

○
会　

場

　

運
動
公
園
第
一
駐
車
場

　
　
　
　
　
　

（
略
図
参
照
）

○
業　

者

　

（
有
）近
代
化
清
掃

　

�
３
５－

２
４
１
２

�
処
分
し
た
い
も
の
を
、
直
接

持
ち
込
み
、
業
者
に
料
金
を

払
い
ま
す
。

�
家
庭
ご
み
に
限
り
ま

す
。
農
業
経
営
や
事

業
系
ご
み
、
産
業
廃

棄
物
は
出
せ
ま
せ
ん
。

�
家
電
五
品
目（
テ
レ

ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵

庫
、
冷
凍
庫
、
エ
ア

コ
ン
、パ
ソ
コ
ン
）は

出
せ
ま
せ
ん
。

�
雨
天
の
場
合
、
布
団

は
濡
れ
な
い
よ
う
に

し
て
持
ち
込
ん
で
下

さ
い
。

�
鉄
く
ず
類
と
は
専
用
袋
に
入

ら
な
い
も
の
で
、ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
せ
な
い
も
の
で

す
。

�
ま
だ
使
え
る
も
の
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
持

ち
込
み
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
二
十
一
年
度
は
三
回
の

有
料
収
集
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

（
五
月
三
十
一
日
・
十
月
四

日
・
三
月
七
日　

各
日
曜
日
）

　

分
別
収
集
の
徹
底
と
リ
サ
イ

ク
ル
で
、
ご
み
の
減
量
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。
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健康推進室　電話 （直通）33―5125　FAX33―3679
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喬木第二小学校　１・２年生

４月の活動の様子です！

2009年4月30日　春の遠足　1・2年「諸原公園」
　絶好の遠足日和となり、みんな元気いっぱいに歩き通しました。公園では午前と午後合わせて２時

間、夢中で走り回って遊ぶことができ、大満足の１日でした。

「よもぎとりにいったよ☆」
　今年もいっぱいよもぎをとって、おいしいよもぎだんご

をつくるんだ。おかあさんのぶんもつくるよ。

「はじめての給食♪」
　入学して最初の給食の日。桜が満開であまりにもきれい

なので、小学校での初給食にもかかわらず外で食べること

に…。花を見ながら、全部おいしくいただきました。
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内　　　　容実施期日

笹ずし、にんじんゼリー、大豆五目煮７月１５日（水）

パン・菓子、きのこ汁、玉ねぎの酢の物９月１６日（水）

そば打ち、お煮合い、ゆり根含め煮、干し柿和え１２月１１日（金）

五平餅、おからサラダ、凍み大根煮２月１７日（水）

　※各回とも午後６：３０から午後９：００までです

り
ん
ご
の
樹
オ
ー
ナ
ー

農
園
の
開
園
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た

    
今
年
で
十
八
年
目
を
迎
え
た
り

ん
ご
の
樹
オ
ー
ナ
ー
農
園
で
す
が
、

今
年
も
中
京
方
面
を
中
心
に
、
多

数
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。四
月
二
十
九
日（
昭
和
の

日
）に
は
開
園
式
が
行
わ
れ
、
オ
ー

ナ
ー
の
皆
さ
ん
九
九
〇
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
当
日
は
認
定
農
業
者

の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
農
業
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
商
工
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
物
産
市
が
行
わ
れ
、
特
産

品
を
買
い
求
め
る
お
客
様
で
大
変

賑
わ
い
ま
し
た
。
開
会
式
終
了
後

は
各
自
り
ん
ご
園
を
訪
れ
、
自
分

の
樹
を
選
定
し
て
名
札
を
付
け
、

実
り
の
秋
を
楽
し
み
に
帰
ら
れ
ま

し
た
。

農
家
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

に
十
四
校
約
五
六
〇

人
が
来
村

   
六
月
上
旬
に
花
い
っ
ぱ
い
の
苗

（
約
三
万
本
）の
配
布
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
苗
の
種
類
は
・
サ
ル
ビ

ア（
赤
）・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド（
イ
エ

ロ
ー
）・
ア
ゲ
ラ
タ
ム（
青
）・
バ
ー

ベ
ナ（
ブ
ル
ー
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
）・

日
々
草
・
デ
ー
ジ
ー（
黄
）の
六
品

種
で
す
。
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

第
８
回
た
か
ぎ
農
業

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

り
ん
ご
の
樹
オ
ー
ナ
ー
農
園
の

開
園
式
に
あ
わ
せ
、
八
回
目
の
た

か
ぎ
農
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
認
定
農
業

者
の
み
な
さ
ん
が
育
て
た
野
菜
や
、

花
の
苗
、喬
木
産
の
豚
肉（
Ａ
コ
ー

プ
）
な
ど
が
並
び
、
商
工
会
の
物

産
市
と
あ
わ
せ
多
く
の
皆
様
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
十
年
目
を
迎
え
る
喬
木

村
の
農
家
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
が
五
月

十
五
日
の
鎌
ヶ
谷
市
立
第
三
中
学

校（
大
阪
府
）を
皮
切
り
に
始
ま
り

ま
し
た
。
入
村
式
の
後
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
先
の
農
家
の
皆
さ
ん
と
対
面

し
て
、
各
農
家
に
て
農
業
体
験
を

行
い
ま
す
。
一
泊
二
日
の
田
舎
で

の
農
業
体
験
を
通
し
、
家
族
同
様

の
生
活
を
し
て
、
人
と
人
と
の
ふ

れ
あ
い
の
中
で
な
か
な
か
話
せ
な

い
悩
み
事
を
相
談
し
た
り
、
ま
た

農
家
も
中
学
生
達
に
元
気
を
も
ら

う
な
ど
相
乗
効
果
が
あ
り
、
お
別

れ
式
の
時
に
は
別
れ
を
惜
し
み
な

が
ら
帰
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
味
の
会

「
ふ
る
さ
と
の
味
講
座
」

受
講
生
募
集

　

郷
土
食
は
現
在
の
食
育
に
も
関

連
が
深
く
、
地
域
の
行
事
な
ど
も

含
め
た
先
人
に
よ
る
作
る
こ
と
、

食
べ
る
こ
と
へ
の
工
夫
や
関
わ
り

が
大
切
に
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
に
続
い
て
昔
の
味
、
今
の

味
も
取
り
入
れ
「
ふ
る
さ
と
の
味

講
座
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

○
対　

象　

一
般

○
会　

場

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
二
階
調
理
室
）

　

交
流
セ
ン
タ
ー
（
九
月
と
二
月
の
回
）

○
参
加
費　

二
、〇
〇
〇
円
（
四
回
分
）

○
定　

員　

十
名

○
申　

込

六
月
三
十
日
ま
で
に
交
流
セ
ン

タ
ー
ま
で（
�
３
３－

３
９
９
９
）
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平成２1年度社会福祉協議会会費納入のお願い
　社会福祉協議会の地域福祉運営は、共同募金の配分金、寄付金、補助金、委託金、そして毎年７月に村民の皆様か

らいただく会費で賄われています。

皆さまのやさしさを地域福祉のために
この趣旨にご賛同を賜り、会費の納入にご協力をお願い申し上げます。

一般会員費は、７月に通報区を通じてお願い致します。

賛助会員、特別会員は郵送または、直接お願いさせていただきます。

上記以外でも、ご賛同いただける方は喬木村社協（�３３－４５６７）にご一報下さい。

平成20年度実績　　2,686,000円

 一般会員（世　帯） 1,776件 1,776,000円

 賛助会員（個　人） 104件 340,000円

 特別会員（事業所） 54社 570,000円

ご協力ありがとうございました

この会費は地域福祉の大きな財源となり支えとなっております
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くりんネット便り

No.15

H21年６月１日
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くりんネットたかぎ ６月の自主番組

くりんネットたかぎ　電話 33－3666
交流センター　　　　電話 33－3999

内容・出演者など番　　　組月日

６月の村・公民館・学校等の行事予定今 月 の 暦月1

風水害への備え
 高森消防署　仲田茂樹さん

広 域 消 防火2

定例教育委員会の内容から
 大原教育長

みらいをみつめて水3

下伊那農業改良普及センターから
 宮沢普及員

こちら普及センターです木4

私の交通安全　喬木村交通安全協会
 副会長　吉川正隆さん

交 通 安 全 の 日金5

音楽のリクエストお寄せくださいミュージックボックス土6

果樹の管理について ＪＡ林技師明 日 へ の 農 業日7

６月第二週は「危険物安全週間」です
 予防課　松本　実さん

広 域 消 防月8

喬木の民話と伝説
「今日は椋（むく）の日です」

お 話 の 時 間火9

ふるさとを見直す絵本から「おさなぶり」
 ＪＡ家の光よみまい会の皆さん

暮 ら し の 便 り水10

お気軽にご利用下さい　ＪＡローン
 ＪＡ喬木支所　大原融資係長

ＪＡアワーみなみの風木11

ウォーキングで健康管理
 役場健康推進室

村 の 窓 口金12

懐かしの曲にリクエスト下さい　心の歌思い出の歌土13

教育委員会からのびよ喬木の子日14

今日は防火の日
 喬木村消防団第二分団長　冨内　誠さん

１１９番火の用心月15

くりんネット番組企画委員会からマ イ ク で 散 歩火16

今年もブルーベリー観光が始まりますすきですたかぎ水17

役場新職員フレッシュマンインタビュー
 北沢眞富さん

さわやか第一線木18

短歌の鑑賞 福澤亀人さんマ イ ク 文 芸金19

喬木村生活安全指導員会からぼうはん・喬木土20

稲・野菜の当面の管理  ＪＡ山上技師明 日 へ の 農 業日21

音楽のリクエストお寄せくださいミュージックボックス月22

情報誌たかぎ
7月号の内容をご紹介します

声 の 情 報 誌火23

たかぎふるさと祭り開催にあたって商 工 会 便 り水24

６月７日に行われた「福祉大会」から
 社会福祉協議会

ひ な た ぼ っ こ木25

公民館の話題からお送りします公 民 館 便 り金26

椋鳩十記念館図書館の話題から記念館図書館便り土27

俳句寸評 吉川照子さんマ イ ク 文 芸日28

中学校の話題から
 喬木中学校放送委員会制作

青い風にのせて月29

６月の話題を振り返って今 月 の 出 来 事火30

＊尚、番組は都合により予告無く変更となる場合もあります。予めご了承下さい。

喬木村 6664番地

TEL 33－3666　FAX 33－3669

～6月の番組から～

暮らしの便り
　10日（水）
　ふるさとを見直す絵本の朗読
　ＪＡの目的別組織「家の光読みまい会」
の皆さんによる朗読をお送りします。
　今回はふるさとを見直す絵本から、季節
のテーマ「おさなぶり」です。
　おさなぶりとは、田植えが終わった後、
田んぼの神様に感謝をあらわし、無事に収
穫できるようにお願いする伝統行事。方言
でつづられる味わい深いお話の朗読、ぜひ
ご家族でお聞き下さい。

さわやか第一線
　18日（木）
　役場新職員　北澤眞冨（まき）さん
　戸籍担当の北澤さん、役場窓口でお会い
した方も多いのでは？飯田市桐林にお住ま
いで、昭和６１年生まれの２２歳。
　人と接する仕事がしたいと考える中で、
喬木村は住民の方との距離が近いように感
じ志望したそう。　　
　「覚えることが沢山あって大変ですが、
早く住民の皆さんに頼ってもらえる職員に
なりたい」。
　趣味は音楽。聴くのも演奏するのも好きで、
吹奏楽でフルートを演奏したり、最近はアコー
スティックギターも始めたそうです。
　景色がきれいで果物も美味しい喬木村で
頑張ります、という北澤さんのお話、お楽
しみに！

 ○　お知らせ　○ 　
●週末～週明け（金曜夜～月曜朝）までに
入れる原稿締切りは、木曜日の夕方
までです。
　お早めのご準備をお願い致します。
　告別式、緊急放送についてはページ
ングでの対応となります。

お気軽にお電話下さい


